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吉
村
府
知
事
の
野
望
を
砕
く
運
動
を

高
市
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党
総
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計
事
件
に
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ぷ
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ま
っ

て
い
た
萩
生
田
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一
氏
を
幹
事
長
代
行
に
据
え
る
な
ど
自
民

の
金
権
・
裏
金
温
存
政
治
が
復
活
。

吉
村
維
新
代
表
は
新
政
権
は
企
業
団
体
献
金
禁
止
が
最
優

先
事
項
と
い
う
約
束
を
さ
っ
さ
と
投
げ
や
り
、
突
然
、
国
会

議
員
削
減
を
主
張
し
自
民
と
連
立
政
権
に
参
加
す
る
と
い
う

無
責
任
な
異
常
事
態
で
す
。

当
初
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国
民･

維
新
で
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権
を
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る
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い
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話
し
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一
切
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故
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船
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飛
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り
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後
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い
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国
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無
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の
姿
を
見
せ
つ

け
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し
た
。

大
阪
府
知
事
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権
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も
無
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、
国
会
議
席

の
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例
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数
を
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割
減
ら
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「
身
を
切
る
改
革
」
と
称
し

て
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ま
す
。
国
会
で
決
め
る
事
を
一
知
事
が
主
張
し
て
い
る

こ
と
に
国
会
議
員
の
誰
も
が
右
往
左
往
、
お
か
し
い
と
思
わ

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

今
ま
で
身
を
切
ら
さ
れ
て
き
た
の
は
国
民
で
す
。
物
価
高

を
増
幅
す
る
消
費
税
、
上
が
ら
な
い
賃
金
、
年
金
や
社
会
保

障
改
悪
で
し
た
。
円
安
が
進
み
富
裕
層
や
大
企
業
は
潤
っ
て

も
物
価
高
騰
で
国
民
の
暮
ら
し
は
破
綻
寸
前
の
状
態
で
す
。
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団
体
の
政
治
献
金･

政
治
パ
ー
テ
ィ
を
禁
止
し
て
清
潔
な
政
治
を
、
暮
ら
し
を
助
け
る
為
に
は
消
費

税
を
減
税
、
大
企
業
の
内
部
留
保
を
活
用
し
て
中
小
企
業
に
も
大
幅
賃
上
げ
を
す
べ
き
で
す
。

身を切るなら政党助成金廃止･どっちが必要か？

国会議員歳費 ＠年2200万円

50人減らしても、たった年11億円

政党助成金
国民一人あたり 年間 250円

１億２千万人分 年間 315億円
共産党を除く各党が分け合い

社
会
保
障
削
減
の
闘
い
を

国
民
医
療
費
総
額
を
年
間
で
最
低

4
兆
円
削
減
さ
せ
る

と
す
る
内
容
を
、
自
民
党
・
公
明
党
・
日
本
維
新
の
会
の

間
で
合
意
、
厚
生
労
働
省
は
今
秋
、
社
会
保
障
の
大
改
悪

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

患
者
が
支
払
う
医
療
費
を
一
定

額
に
抑
え
る
高
額
療
養
費
制
度
の
大
改
悪
。
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似
薬
の
保
険
外
し
や
保
険
外
併
用
療
養
費
制
度
の
推
進
、

患
者
負
担
増
な
ど
、
声
を
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。


